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ユカー ド (図中c)は,hat, catのフラッシュカー ドとgame, sdeのaのよみの違いに気









































































に「1.そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない」の4段階の
中から1つを選択させた。問6は,「英語の授業でもつと勉強してみたいことは何ですか?
思いつくもの全てに○をつけてくださぃ」とぃぅ設間に対して,「1.英語を書くこと 2.






























































































































































































































































































































時間 発話者 発話内容 (動作等)
14' 50"児童 Bl 黒板のフラッシュカードを指差しながら何かを呟く。①
14' 52''教師 1 はい。児童Bさん,どうしましたか?②
14' 54"児童 B2 え。全部最後にeがついてて。③
56" 教師 2 うん, うん。
14' 58"児童 B3 で,真ん中のところにaが入つてる。④
15' 00"児童 (数名の児童が日々 に)そっか。そうゃ。⑤






15' 22"全児童 3 「ェィ」






















































































































































































4年 1組  番  名前 (
0本日の英語の授業をうけてみて,下のしつ間の当てはまる番号に○をしてください。
問1.英語を勉強することは楽しいですか?
1.そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない
問2.今日の英語の授業には楽しく取り組めましたか?








1。そう思う 2.少しそう思う 3.あまりそう思わない 4.そう思わない
問5.もっと英語を読んでみたいですか?











・ (1)lake l.ラケ 2.レイク      ・ (5)gate l.ゲィト 2.ガテ
・ (2)make l.マケ 2.メイク     ロ(6)tape l.タベ 2.ティプ
・ (3)face l.フェィス 2.ファセ    ・ (7)cat l.キャット 2.ケィト
・ (4)sale l.サレ 2.セィル     ・ (8)name l.ネイム 2.ナメ
答え方の例
思
=
ありがとうございました。
藤原健太郎
43
